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 ふくおか新世紀計画 

 第２次実施計画 
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小項目： 健康危機管理体制の整備強化 
福岡県環境総合基本計画

（Ｐ20,21）※環境関係のみ 
  柱 ： 

 テーマ： 

 キ ー ワ ー ド         ①薬剤耐性 ②サルモネラ ③セファロスポリン ④セファマイシン ⑤プラスミド 

研 究 の 概 要         

１）調査研究の目的及び必要性 

目的：薬剤耐性サルモネラの把握。 
必要性：サルモネラのセファロスポリン・セファロマイシン系薬剤耐性獲得は 拡大しています。これは 他の細菌から
の伝達性耐性因子によるものです。この耐性獲得サルモネラがどの程度 県内の食品（鶏肉等）を汚染しているか、ヒ
トがどの程度感染しているか、その実態を調査する必要があります。 
２）調査研究の概要 

   食品由来サルモネラの耐性の調査：鶏肉等から分離されたサルモネラの（セファロスポリン・セファマイシン系
薬剤を含む）広域スペクトラム・セフェム系薬剤に対する耐性を調査しました。耐性が疑われた菌株については、耐性
因子を特定し、その特徴を明らかにしました。 
 ヒト由来サルモネラの耐性の調査：ヒトから分離されたサルモネラの広域スペクトラム・セフェム系薬剤に対する耐
性を調査しました。 

３）調査研究の達成度及び得られた成果（できるだけ数値化してください。） 

成果：薬剤耐性サルモネラの基礎的な資料を提供し、当所における耐性菌検査体制を強化することに資するデー

タを提供しました。 

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献  

日本でも、blaCMY-2 保有インファンティスを中心とする広域スペクトラム・セフェム系薬剤耐性サルモネラ菌株が 
2007 年から顕著に増加し、且つ何らかの媒体をとおしてヒトにも感染していることが明らかになりました。この媒

体としては鶏肉が疑われるため、鶏肉のサルモネラ汚染に対して何らかの対策を施す必要が明らかになりました。こ

の情報を一層の食品衛生行政の充実のための資料として活用し、貢献する予定です。 
５）調査研究結果の独創性，新規性 

  日本で初めて、広域スペクトラム・セフェム系薬剤耐性サルモネラ菌株の増加を明らかにしましたので、多少の独

創性が認められると思われます。 

   
６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 

  

 技術移転は 保健福祉環境事務所、食肉衛生検査所職員を対象とした研修で積極的に行っています。活用は、文献

的資料として、食品安全委員会、WHOあるいはFAOにて活用される可能性が高いと思われます（過去の研究にて実績あ

り）。 
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